


















きた むら ただ お
医学博士
第 745 号
昭和 40 年 5 月 25 日














実験動物は体重 5 ないし 15kg の雑犬243頭を使用した。 代用血管は内径 9， 7, 5 mm の中尾製
テトロン，内径 9， 7 mm の中尾製ポリプロピレン，内径 6.4 mm の USCI 製テフロンを使用し




った。観察期間は 2 ないし 322 日であり，屠殺剖検により移植血管及び肺の肉眼的及び組織学的検索
を主とした。
(1) 開存率
(劫 代用血管内径と開存率: (a) 内径 9mm の代用血管移植群では肺動脈移植でも肺静脈移植でも
全例が開存した。 (b) 内径 7mm の代用血管移植群では肺動脈で84例中61例，肺静脈で72例中
48例が開存した。 (c) 内径 5mm の代用血管移植群では肺動脈で28例中 7 例が開存し， 肺静脈
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では24例の全例が閉塞した。
但) 代用血管材料と開存率:内径 7mm のテトロン，ポリプロピレン，内径 6.4mm のテフロン
代用血管移植群について比較すると開存率は (a) 肺動脈移植ではテトロン 28例中20例，ポリプ
ロピレン28例中20例，テアロン 28例中21例となり (b) 肺静脈移植ではそれぞれ24例中15例， 24 
例中15例， 24例中 18例となり，三者の開存率の聞に有意の差は認められなかった。




















(3) 肺動脈移植， flíp静脈移植に使用し得る合成代用血管の内径の最小限界は 9 mm である。即ち内
径 9 mm の代用血管移植では肺動脈，肺静脈ともに全例が開存したが，内径 7mm の代用血管移植
では肺動脈で84例'1 1 61例 (72.696) 、肺静脈で72例 1~148例 (66.7%) が開存し，内径 5 mm の代用血
管移植では肺動脈で28例中僅かに 7 例が開存し，肺静脈では24例の全例が閉塞した。

















(2) 肺動脈移植，肺静脈移植に使用して 100 必開存せしめうる合成線維代用血管の内径の最小限界
は，手縫い連続縫合法においては 9 mm である。
(3) 内径 7 mm の代用血管移植は，血流遮断中，肺内に停滞する I血液に対し血流遮断直後よりへパ
リンを使用してその凝固性を奪うか，もしくは生理食塩水で肺内血液を洗い流して置換しておくと開
存率が約20必向上する。しかし100%開存に至らない。
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